仕　様　書

１　清掃場所
清掃を行う場所は、別図のとおりとする。
２　清掃面積、数量等
清掃面積、数量等は、別表１のとおりとする。
３　作業内容、回数、時期等

清掃作業内容、回数等は、別表１により行うほか、次によるものとする。

1 　日常清掃

1 　日常清掃に従事する日は、別表２「令和７年度業務実施カレンダー案　清掃業務」に準じるものとし、各年度の業務日については、年度開始１ヶ月前までに発注者が定め通知する。曜日の関係での１～２日程度の増減は見込んでおくこと。またアポロホール部分については別途協議して定めるものとする。
②　業務時間については、午前７時３０分から午後４時３０分までとし、開館日の午前９時から午後４時３０分までは、１名以上の従業員を常駐させること。
③　原則として午前９時までに清掃を完了し、共用区域については定期的に巡回を行い、汚れている個所を清掃することとする。

④　トイレ・洗面所については、原則２時間ごとに巡回を行い、汚れていなくても便器の水を流すこと。

⑤　雨天時において、使用済み傘袋の処理及び傘入れの洗浄を行うこと。

⑥　緊急的な清掃作業が必要となった場合、可能な範囲で対応するものとする。

⑵　定期清掃

定期清掃に従事する日時は、発注者の業務に支障のない日（原則休館日）とし、別途協議して定めるものとする。
４　業務実施に当たっての留意事項

⑴　従業員は、統一した衣服を着用するものとし、従業員の着用する衣服の製作・保守にかかる費用は受注者の負担とする。
⑵　従業員には、次の事項を遵守させるものとする。

①　品位を保ち、来館者に対し不快感を与えるような言動をしないこと。

②　節度のある態度で作業を行うこと。
③　休憩は、指定した場所で行い、特に作業の途中で休憩するときは、器具資材を一箇所に整頓してから行うこと。

⑶　作業終了後は、指定した場所に器具、資材を整理して格納するものとする。

⑷　業務に使用する洗剤、ワックス、その他の薬品等は、優良品を使用するものとし、業務開始前に見本を提出して発注者の承認を得るものとする。

５　報告書類等

⑴　受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従業員の氏名を報告するものとする。現場責任者又は、従業員に変更があったときもまた同様とする。
⑵　公益財団法人広島市文化財団委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書は年間計画書及び月間計画書とし、年間計画書については契約締結後速やかに提出し、月間計画書については前月２５日までに提出し発注者の承認を受けること。

⑶　委託契約約款第１２条１項に定める委託業務実施報告書は、業務日誌及び１か月分の業務内容を記載した月間報告書とし、受注者は、業務日誌については業務終了の翌日（休日等についてはその翌日）に、月間報告書については翌月１０日までに（ただし３月３１日の業務日誌及び３月の月間報告書については、３月３１日の業務終了後に）、それぞれ所定の様式により発注者に提出するものとする。
７　検査完了期日（期限）
発注者による毎月の業務の検査完了期日（期限）は、翌月１９日（ただし、実施報告書を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を超える場合は３月３１日とする。

８　経費の負担等

⑴　受注者は、委託業務に必要な限りで、従業員の控え室等発注者の施設の一部を使用することができるものとする。

⑵　委託業務を行うために要する費用のうち次のものは、発注者の負担とする。

①　電気料、水道料及びガス料

ただし、電気、水道及びガスの使用に当たっては、効率的に使用するよう努めること。

②　トイレットペーパー及び消毒石鹸液

③　広島市事業ごみ指定袋（可燃ごみ及び不燃ごみ用）
９　その他　　　
⑴　受注者は、従業員の心身の健康に留意し、労使関係を友好に保つこと。

⑵　受注者は、従業員に対し、法律に定められた社会保険加入や年次有給休暇等の必要な福利厚生措置を施すこと。

⑶　受注者は、緊急・非常事態においては、来館者の誘導等臨機応変な措置がとれるよう努めること。

⑷　この仕様書に疑義のあるとき、又は定めのない事項については発注者と受注者が協議して定めるものとする。
